Ⅲ　指導案
第６学年　算数科学習指導案
日時：平成１９年１１月２２日　５校時　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　６年　　担任　東福　裕康
　
１　単元名　式で表す式をよむ　　～体積の学習を深める～　（発展）　
　　　参考　Ｄ　数量関係（２）ｂ　算数科の内容　Ｐ５８～６０（式に表すこと、式をよむこと）

　　　　　　６学年の内容［Ｂ　量と測定］Ｂ（２）　Ｐ１５５～１５６（体積の概念、ねらい）

　　　　　　指導計画の作成と各学年にわたる内容の取り扱い１（２）イ　Ｐ１６８～１７０
（各領域との関連を図り学習を深める）

２　主題設定の理由
○　児童の実態

本学級では課題に対して意欲的に取り組むことができる児童が多い。また、人の話をしっかり聞く習慣もついてきている。何人かの児童は課題に対して、１つの考え方だけでなく、幾通りかの方法を考え、仲間に伝えることができるようになってきた。仲間の発言に対して自分が分からなかったり疑問を抱いたりしたときにも、自分なりの思いや疑問点を話せる児童も少しずつ増えてきている。しかし、多様な解決方法を考えることに抵抗を感じたり、発言する子どもが固定化したり（１／３程度）、仲間の発言や説明を聞いたときに、疑問があっても反応できず、そのまま聞き流してしまったり、自分一人で悩んでしまう児童もいる。さらに、式は答えを導き出すための手段として考えていることが多く、自分の考えを式を使って表したり、仲間の式の数値に着目して、ヒントを出し合いながら思考過程をよみとっていったりして学び合いの楽しさを味わう経験は少ないと思われる。

○　単元について

「式で表す式をよむ」は独立した単元ではないが、問題解決として指導しやすく、各領域、単元のいろいろな学習において、その学習を深めることが可能であり、解や解法の多様性から、思考力や表現力の育成に適していると考え、随時取り上げて指導している。

式は算数の言葉ともいわれるように、事柄やその関係などを正確に分かりやすく表現したり、理解したりする際に重要な働きをするものである。

式の特徴としては、次の３点が挙げられる。１つ目は、式は事柄や関係を簡潔、明瞭、的確に表すことができる。２つ目は、式は具体的な事柄や関係をよみとったり、より正確に考察したりすることができる。３つ目は自分の思考過程を表現することができ、それを他の人に的確に伝達することができる。
式をよむ場面としては、式からそれに対応する具体的な場面をよむ。式から問題解決などにおける思考過程をよむ。モデルと対応させて式をよむ。などが考えられる。

そこで、今回、式から思考過程をよむことに焦点をあてたり、式を用いて自分の考えを説明したり、式を手がかりに他の子どもの思考過程をよみとったりする活動を問題解決的に扱っていきたいと考えた。

○　指導にあたって

本時は、前単元「体積」で学習した複合図形の求積で、自分の思考過程を式で表現し、友だちへ正確に伝えると共に、友だちの式からその思考過程をよむことに重点をおいた活動である。その際に自分の思考過程を式や言葉だけでなく、絵や図を用いて考えを共有しやすくしたり、友だちの思考過程を出し合うヒントから気付いていったりしながら、学びを深め合えるようにしたいと考えている。

４

具体的には、式の数値に着目させ、その数値を一つ一つ提示したり、どんな数値かを予想させたりすることで、「え？」「どうして？」という疑問の反応や「あ、そうか！」「わかった！」などの反応が出やすくなるのではないかと考えた。また、児童の発言をとめたり、ヒントを出させたりするといった教師の出を工夫することで、仲間同士が解決のアイデアを分かり合いながら、考える力を伸ばし、学び合うことの楽しさを味わわせたい。
さらには、仲間とかかわり合う場や活動を通して、自分の良さ、友だちのよさを認め合い学び合いながら、追求的な態度や他者と関わる力を育て、学級のよりよい人間関係づくりに取り組んでいきたい。

３　目標

（1） 自分の思考過程を式で表すことができる。

（2） 仲間の式から、その人の考え方や思考過程をよみとることができる。

（3） 自分の考えと仲間の考え方を比べながら式を操作したり、変形したりすることができる。

	４　指導計画（本時５／１０）

　　　　　　 　単　元　名（単位時間）　　　　　　　　〈　指　導　計　画　〉

Ⅰ　　　式で表す式をよむ　　　　　　　　　　　　 　　〈６年　　４月　５年復習〉

（複合図形の求積②　面積の求め方）

　　　　　　　　　　　 
Ⅱ　　　式で表す式をよむ
　　　　　　　　 　　〈６年　　６月　６年平均前時〉

（式と計算②　多様な計算の仕方）

　　　

Ⅲ　　　式で表す式をよむ
〈６年　１１月　６年体積後〉

（複合図形の求積②）

　　　　　　

Ⅳ　　　式で表す式をよむ
〈６年　　２月　６年まとめ〉

（計算と見積もり②　計算のきまりと工夫…

　　　　　　　　　　　　　結合・分配・交換法則） 

Ⅴ　　　式で表す式をよむ
〈６年　　２月　６年まとめ〉

（数量関係②）

　　　　




５　本時のねらいと予想される展開

（１）ねらい　・複合図形の求積で自分の考えを式に表すことができる。（表現・処理）

・複合図形の求積の式提示から、他の人の式に疑問を持ったり、ヒントを出し合ったりしながら自分とは違う考え方をよみとることができる。（数学的な考え方）

５

（２）予想される展開




























例・ここで切って

　　　・ここに線を引いて

　　　・これをこっちに動かして　　　　　　　　

（分割や等積変形のアイデアなど）

（３）評価
　　　自分なりの求積の仕方を考え、式で表すことができたか。（学習時観察、学習後ノート）
　　　他の児童の式やその数値に疑問を持ち、求積の仕方を考え、説明することができたか。（学習時観察）
６
本時





板書　体積を工夫して求めよう。





３ｃｍ





４ｃｍ





複合立体の体積を自分なりの考え方で求めてみよう。





分からないよ





わかった！


いくつかできるよ！





２ｃｍ





実物モデルで考えさせる。困っている児童には分割して後でたす求積を支援する。





４ｃｍ





６ｃｍ





個々の式を把握し話し合いの計画を立てる。





数値を一つずつ提示したり、止めながら説明させたりすることで、学び合いの場をつくる。





考えを出した子どもに説明させる。





式を発表し合い、式から求積の仕方を話し合おう。





⑤





①





②





④





③





９×４×４÷２





４×３×２×３





４×９×２





４×６×４－４×３×２





４×３×２＋４×６×２





倍積変形





等積変形





○○のいくつ分





仮定





分割





どうして÷２になるの？





最後の×３って何？





「９」って何？どこの「９」？





何で－があるのか分からない。





分かるよ。


他にもあるよ。





他の人の式を見ての「疑問のつぶやきや表情」を取り上げ、みんなに広げ具体化する。





どうして？


わからないよ！





同じだよ！


わかった！





ここの～が分からないんですよ。


ここまでは分かるんだけど…





ヒントを出す児童への支援





○○さんの式ってどう考えているのかな？





分かるよ。


ヒントを言いたい。





やり方の分からない式についてヒントを出し合いながら考える。








児童の活動





教師の働きかけ





主な学習活動








